（別紙）

	意見の趣旨と市の考え方

	番号 
	意見の趣旨 
	市の考え方 

	1 
	都市としての潜在的なブランド力は世界にも十分通用する。「食文化」や「加茂水族館」「羽黒山」は観光客の誘致に大きな効果をあげているが、今の結果に安寧せず、時代にあった柔軟な観光戦略を具体的に計画していただきたい。
これからは、「城下町」も観光客誘致の１つのツールとして、外部団体と連携、支援し、「城下町」文化をつくっていくのも良いのではないか。
	交流人口の拡大により地域を活性化するには産業としての観光振興が求められており、その為には、中長期的な観点から今後の方向性・目標・取り組みなどを観光戦略としてまとめて行く必要があるものと存じます。今後、観光業の他、商工業、農林水産業等全産業総参加型の観光推進組織である鶴岡型DMOを新たに立ち上げ、観光戦略の策定、プロモーション等の展開に向けて、検討を進めてまいります。
　また、「城下町」については、食文化、出羽三山、加茂水族館の三本柱に加わる、本市観光の重点と捉え市街地観光など様々な観光資源の磨き上げを図ってまいります。

	2
	各々の項目を全て縦割りで行うよりも、それぞれの事業をリンクさせて考えていく必要があるのではないか。例えば、空き家をリノベーションした宿で、観光誘客と空き家の解消を図るなど。

他の自治体でやっているような意外性の無いものでは、これからの人口減少時代に鶴岡市は生き残っていけない。マクロの視点や横の連携などによる柔軟で、他の自治体でも類を見ないようなこれからの鶴岡市の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を期待している。
	地域の強み、優位性を生かした付加価値の高い地域産業・しごとづくりを総合戦略の重点施策として位置付けております。
世界に認められた「食文化」をどのように産業振興や観光誘客につなげていくか、他産業と連携した農林水産業の成長産業化をどのように推進するのかなど、総合戦略に盛り込まれた事業については、分野横断による連携を図りながら、着実に、より効果的に実施することで、豊かで活力のある地域社会の形成を目指してまいりたいと存じます。


